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【輻告「拳鄭学生による自主研究羹励事業』

アメリカ兵がいた時代1945-1958

ー大阪国際空港周辺地域を中心に一

はじめに

1945年8月14日のポツダム宣言受諾，翌15日

の玉音放送，そして9月2日の戦艦ミズーリ号で

の降伏文書調印を経て日本は敗戦を迎えた 9月

末には，大阪第二飛行場（現在の大阪国際空港）

は和歌山県から兵庫県に進駐したアメリカ軍第6

軍第 33韻団によって接収され飛行場の名称は

「ltamiAir Base」へと変わり，アメリカ軍が駐

屯することになった [!"ffi修豊中市史」：522]。

このように，沖縄奄美大島小笠原諸島を除

いて，日本では敗戦後 1952年のサンフランシス

コ講和条約発効までの 7年間， GHQによる占領

統治が行われることになった。一般的にはこの期

間を指して占領期と呼ぶが， ItamiAir Baseには

占領期が終わった後も 1958年までアメリカ空軍

や海兵隊が駐屯し使用し続けた。本論文で取り上

げるのは，現在の大阪国際空港がntamiAir Base」
として存在した時期に関して，筆者らが新たに発

掘した文献資料や，当時の基地周辺地域について

知る人々への聞き取りをもとに調査した事柄で

ある。これまでに公の記録に残らず，掘り起こさ

れることのなかった人々の生活に着目し，占領期
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やその後アメリカ軍が駐留した時期について重

層的にとらえ直すことに本論文の主眼を置いた。

以下では次のような章立てで論じたい。まず

第1章では占領期のItamiAir Base周辺地域

がどのような様相であったのかを概観する。続く

第2章では ItamiAir Base周辺地域の生活の記

録について．基地周辺に住んでいた子どもが書き

残した文献資料等をもとに読み取っていく。最後

の第3章では当時の蛍池地域について知る人々

への聞き取り調査をもとに．文献資料との複合的

な検討を試み．占領期研究の可能性について議論

を厨開したい＇。なお．本論文では. 1945年から

1958年までのアメリカ軍基地としての大阪国際

空港を取り上げる場合には,ltami Air Baseの呼

称を用いることとする。

1. 占蠣下のltamiAirBe疇肩辺嬉櫨

本章は,ltami Air Base周辺地域が占領期にど

のような様相を呈していたのかを聞き取り調査

や一次資料をもとに明らかにすることで．第2章

と第3章における議論の土台を作ることを目的と

している。第1節では．現在の大阪大学刀根山寮

の場所に建てられていた刀根山ハウスという占

領軍将校の家族用住宅（ディペンデントハウス）



について論じることで，占領期のナ場ぴ浮：豊中キ

ャンパス周辺地域がどのような空間の中に置か

れていたのかを考察したい R1参照）。第2節で

は占領が解除された直後の 1952年6月に発生

した吹田事件について触れることで．当時「反共

の防波堤」とされた日本がどのような様相であっ

たのかを,IほmiAir Base周辺地域に．焦点を当て

て考えてみたい。第3節では空港周辺の占領軍

によるジープ事故に関する一次資料を地図化す

ることで,I t.ami Air Base周辺地域における占領

軍の動線を明らかにし．次章以降の議論の土台と

したい。

(117.1楓山ハウスをめぐる人々の記憶

本節でl;l,刀根山ハウスに話を進める前に戦後

の大阪大学の歴史について簡単に触れておきた

い。日本が敗戦を迎えた4年後の1949年大阪帝

国大学は旧制浪速高等学校などを吸収する形で

緬向となっt:..本部は大阪帝大の時代と
同じく中之島に置かれたが,181侑娘速高等学校を

統合した豊中キャンバスには．—噴競俎駐孵呈のほ

か．大学開校以来初めて文系学部が設置されt:..
占領期には大学を始め全国の多くの公的施設が

占領軍による接収を受けたが．大阪大学自体は大

方アメリカ軍の接収を免れた。豊中キャンバス周

辺ではキャンバスから南西方向に広がる林が接

収され，刀根山ハウスと呼ばれる占領軍将校の家

餌住宅が新設された偲12,3参照）。 1948年に

建設され 58年まで接収されていた刀根山ハウス

は接収解除後に大祁ひ含←へ譲渡され建物の一

部は1980年まで刀根山寮として使用されてきた。

しかし．老朽化に伴う建て替えとともに建物は壊

され現在では占領期を物語る建造物は残されて

おらず．一次資料もほとんど現存しない。以下で

は．この刀根山ハウスをめぐる人々の記憶につい

て聞き取り調査の内容を見ていくことで．当時の

大阪大学周辺地域がどのような空間の中に置か

れていたのか考察したい。

米ソ対立が決定的なものとなった 1948年，現

在の刀根山寮がある山の斜面に刀根山ハウスは

39 

アメリカ兵がいた時代1945-1958

建設された。当時．日本に進駐していた占領軍は'

その階級に応じて住み分けを行っていた。この中

でも将校の家族用住宅として建てられた刀根山

ハウスは，ディペンデントハウスという部類に含

まれた。小泉他 [1999]によると，ディペンデン

トハウスは占領軍による短期間での建設要求に

対応するために．全匡舷←封甜位）もとで全9タイ

プの建物を組み合わせる形で建設されたという

［小泉他 1999:79]。アメリカ本国と比ぺると決

して高級な作りの家ではなかったが．ディペンデ

ントハウスには家具や電化製品なども備え付け

られ戦後すぐの日本人の暮らしとは比絞になら

ないほど優雅な生活が営まれていた。1952年から

半年間刀掘山ハウスに居住していたA(アメリカ

人男性,1942年生まれ）によると．「家は小さか

ったが，洋風で家具が揃っていた」というな

刀根山ハウスに居住した将校たちは同じく占

領軍によって接収されていた ItamiAir Baseに

勤務していたのだが．ここで少しltamiAir Base 

について触れておこう。占領当訊ItamiAir Base 

にはアメリカ軍が駐屯していたが．朝鮮戦争が勃

発すると戦争の前線基地として使用されるため．

海兵隊も駐屯することとなった，例えば 1952年

暮れから 1954年9月まで駐留した B(アメリカ

人男性， 1934年生まれ）は．海兵隊の航空管制官

として勤務していたといが。

Itami Air Baseに進駐する兵士の数が増えると，

地元の経済が発展する一方で．地元住民と兵士た

ちが直接的に接触する場面が増え．基地周辺でト

ラプルが発生することもあった。そのことについ

て具体的には次章以降で述ぺることにして．ここ

では話を一旦刀根山ハウスに戻し．豊中キャンパ

ス周辺地域に住む人々の記憶を頼りに刀根山ハ

ウスの実態に迫っていきたい。

地元住民の方の中で．刀根山ハウスに関する記

憶として最も多く挙げられたのは色に関するも

のであった。例えばそれは「赤の屋根，ページュ

の壁，緑の芝生」と形容されるように．人々の記

憶の中に鮮明に残っている‘。今回の調査では残

念ながら刀根山ハウスのカラー写真を見つける

ことはできなかったが．聞き取り調査をさせてい
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ただいた Aの姉 (1939年生まれ）が描いた絵を

見てみると．白壁に赤屋根の刀根山ハウスを見て

取ることができる偲14参照）。
また．当時刀根山ハウスは日本人立ち入り禁止

であり．周囲には鉄条網が張り巡らされていた。

たとえ相手が小学生であっても．敷地内に入るこ

とは許されていなかったのである。

しかし一方で．山田博治(JJ性,1947年生まれ）

は，アメリカ軍の通訳をしている知人の紹介で．

一度刀根山ハウスのアメリカ人家族に招待され

たことがあるという’。そのアメリカ人家族は．家

の中を紹介しながら男性に物珍しい生活用品を

見せて回った。その一つが掃除機である。彼らは

掃除機でものを吸うところを見せた後に．男性の

手を掃除機の吸引口に持っていったという。もち

ろん．アメリカ人家族はこの男性をただからかお

うとしただけであろう。しかしながら，掃除機な

ど見たこともなかった男性にとれば．ものが次々

に吸い取られていく掃除機を手に当てられもし

や自分の手までも吸い取られて無くなるのでは

ないかと非常に驚いたと語っていた。

ここまで．地元住民に対する聞き取りから得ら

れた証言を紹介した3 もちろん．上に挙げたよう

な経験は地域住民の多くに共有されている体験

でも．市史などの公的な記録に残っているもので

もない。しかしながら．聞き取りを通して得られ

たこれらの経験は占領期という空間が決して一

様のものではなかったことを改めて示している

のだ。

次節では．占領が解除された直後の1952年6月

に大阪大学豊中キャンパスを起点に起こった吹

田事件について見ていくことで占領期の時代的

特徴をつかむとともに．米ソ対立から朝鮮戦争へ

と続く時代の中で占領政策が転換されていった

様子を見ていきたい。

(2~c!:: 朝鱒載・

日本における占領は,1952年4月のサンフラン

シスコ講和条約発効により終結した。しかし．当

時は朝鮮戦争下であり,Itami Air Baseを始めと
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する全国数多くの占領軍施設は朝鮮半島出撃の

前線基地として引き続き使用されることになっ

た。吹田事件は 1952年6月にそのような状況下

で起こった。以下では＂潅豊中市史」より，吹

田事件のあらましを見てみたい。

昭和切年（筆者注： 1952年） 6月25日は朝

鮮戦争勃発2周年にあたるが，同日未明に発

生したのが吹田事件で，事件は豊中市内のこ

うした動き（筆者注：米軍基地拡張反対運動）

を背景にして起こった前日の6月24日，午

後6時ごろから待兼山の大阪大学北校グラウ

ンドでは大阪府学生自治会連合 (Jf.f$連）主

催の集会「伊丹基地粉砕，反戦・独立の夕」

が 1000人規模で開かれ多数の在日朝鮮人

を含む労働者・学生が集まった集会後．デ

モ隊は二手に分かれて国鉄吹田操車場へ向

かい山田村で合流して吹田操車場構内に入

るが，匡鉄吹田駅で警官隊と衝突した）警官

が発砲し，デモ隊は火炎瓶で応酬した後．一

部が逮捕されその後の裁判では刑法の「騒

擾罪」適用の可否が注目されることとなった

暉 47年、騒擾罪は無罪が確定）。［＂灌

豊中市史」：631) 

図5は， r大阪大学50年史」に収録されている
吹田事件に参加した学生の写真である。学生を含

むデモ参加者たちは，集会終了後に阪急電車に特

別列車を走らせることを要求。服部駅で下車し，

暗闇の中徒歩で吹田操車場を目指したデモ参加

者らは一体なぜ，石橋から遠く離れた吹田操車場

を目指したのだろうか。それは当時閃丑操車場

が朝鮮半島への武器輸送の拠点とみなされてお

り，武器を輸送する列車の運行を止めることがデ

モの最終的な目標とされたからである。

朝鮮戦争が始まって以降，朝鮮へ出兵するアメ

リカ軍の前線基地であった ItamiAir Baseや宿
舎の刀根山ハウスは，当時軍事路線を取っていた

日本共産党が攻撃目標としていた刀根山ハウス

に住んでいたAl.t,「日本はとても安全だったが，

共産杢義者による騒動がたまにあり，それだけが
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心配であった」と当時を振り返っている・。一方． た。図6は ItamiAir Base周辺地域（ここでは．

西村 [2004)は．吹田事件の計画に関わった日本 資料のあった豊中市と池田市を指す）における事

共産党大阪埓細胞キャップの秦政明から．「い 故現場を．西川の作業を参考に筆者がマッピング

ゃ．だから囮というか．陽動作戦だったんですよ。 したものである。

イタミ・エアペースとか刀根山ハウスは」という 「進駐軍事故見舞金支給申精書綴」とは占領

証言を得ている国村 2004:38)。どちらが真実 期に発生したアメリカ軍による事故 ~t: ・障害

であるかは今のところ断定できないが,ItamiAir など）に対する見舞金を．占領後に補償するため

Baseと刀根山ハウスの存在が吹田事件と密接に に作成されたものである。申請書綴を見ていると．

関わっていることは間違いないであろう。 当時はアメリカ軍のジープが速度を超過して走

このように．朝鮮戦争以降 ItamiAir Base周 行することが多く．道を歩いていた住民を鰊くと

辺には緊迫した空気が流れていたが．これと同時 いう事故が多かったことがわかる。

にItamiAir Baseで起こっていたのが米軍基地 大阪府立公文書館に現存する綴りは計3冊で．

拡張反対運動である。本井 [2015)によると,1951 すべて 1953年の作成となっている。この3冊の

年から52年にかけて起こったItamiAir Base拡 綴りの中には事故現場が豊中市か池田市のもの

張の動きは地元の反発を招くこととなっt:.o周 が11件含まれている。ここでは記載されている

辺3市償沖市．池田市．伊丹市）で結成された 事故現場の地番を現在の住所に置き直して地図

伊丹飛行場拡張反対期成同盟会や労働組合．農民 化した。なお'11件のうち1件は，当時の地番表

組合などの働きかけもあり,1952年の夏には拡張 に記載されていなかったので（おそらく．申請書

中止の旨が決定されたのである［本井 2015:6-7]。 綴が誤って記入されていると考えられる）．残り

このように．占領終結前後のItamiAir Baseは の10件について分析をおこなった'o
社会的に大きく揺れていた。朝鮮戦争により規定 はじめに事故が発生した時期区分について見

された「占領」という構造は依然として周辺地 てみよう。 1945年から47年が4件,1948年から

域の人々に大きな影響を与え続けていたのであ 49年が3件,1950年から52年が3件となってい

る。 る。先ほども述ぺた通り，刀根山ハウスの建設や

次節では．占領軍によるジープ事故の発生現場 海兵隊の駐留が 1948年以降のことであるから．

を坦刻tすることで.1節2節で見てきたItami Itami Air Base周辺地域でのジープ事故は駐留す
Air Base周辺地域の占領経験を空間として捉え． る兵力の拡大とは相関関係があるとは必ずしも

次章以降の議論につなげたい。 言えない（もちろん．これは交通事故のみの話で

(3)~lfl請•曇」と占蠣軍の

動繍

ここまでItamiAir Base周辺地域を中心に．占

領下における街の様子を見てきた。最終節である

本節では大阪府立公文書館所蔵の「進駐車事故

贖鋭給囀鱈」を手がかりに占領軍の動線

を確認し．前節までとのつながりを確認したい。

西川 [2J)17Jは．京都における「進駐軍事故見

舞金匹申請書綴」をもとに占領期における占領

軍関連の事故がどこで起こったのかを地図化し
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ある）。

次に事故発生現場について見てみよう。先ほど

の事故発生時期には大きな特徴が読み取れなか

ったが @Iいて挙げるとすれば，どの時期にも満

遍なく事故が発生しているということであろう

か）．事故発生現湯に関してはかなり大きな特徽

がとらえられるだろう。まず発生現場として多い

の力破線可囲んだItamiAir Baseの周辺である。

次に特徽的なのが．左上から右下にかけて直線で

結んだ産業道路⑧託Eの国道176号線）上である。

道路上だけで5件の事故が発生している。これは．

産業道路が当時の占領軍にとって重要で頻繁に

往来したルートであったということなのではな
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いだろうか。この産業道路を北に進んでいくと当

涛接収住宅のあった宝塚の方面に，南に進んでい

くと対防市内につながる。つまり，Itami Air Base 

との往来に産業道路は頻繁に利用されたと言え

るだろう。さらに，時代が進むにつれて空港周辺

から離れた場所でも事故が発生していることも

わかる。もっとも，報告されている事故件数が少

ないため断定することはできないが．朝鮮戦争が

始まると，他の基地などとの往来が増加し．基地

周辺以外でも事故が発生するようになったと考

えることができるのではないだろうか。

ここまで，第1節では刀根山ハウスを第2節

では吹田事件を取り上げることで．占領下におけ

る大阪国際空港周辺地域の様相を明らかにして

きた。また，第3節では占領軍の動線を地図化

することで，往来の状況を明らかにするとともに，

加を受けて，輝暉婢渤易凛に占領軍の動線

が拡大した可能性を示唆した。

次章では，さらに一次資料を掘り下げていく中

で,Itami Air Base周辺地域における人々の生活

史をたどりたい。

z. 畑miAir Base罵辺鍮域を文麒賣料か
ら饒み解く一濱濾の子」が書き鶏した体

験を中“こ―

本章では前章の内容を受け．基地周辺地域に

注んでいた人々が記述した文献からその周辺の

壌相をみていきたい。また．次章で取り上げる聞

き取り調査の対象が．主に基地周辺に住む子ども．

すなわち「基地の子」に該当した人たちであるこ

とから．本章では特にそのような子どもに関する

幻献資料を中心に分析を試みたい。

まず第1節では， 1954年2月のr豊中市政だよ
り」に掲載された，豊中地区の子どもとアメリカ

ン・スクールの子どもたちの交歓会の感想文に着

目する。第2節では，基地周辺に生きる子どもた

らがみた「バンパン」と呼ばれた女性たちについ

て， 1953年に蛍池4洋校PTAが行った調査や子
どもの作文をもとに．当時の彼女たちへのまなざ
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しを検討する。そして第3節では．アメリカ軍の

軍用機の離着陸が引き起こす騒音に対し，近隣の

小学校関係者が訴えていた被害の声をみていく。

(1) Ill鴎の子」とドネヤマ・スクール

トネヤマ・スクールとは,Itami Air Baseのア

メリカ軍将校の子弟が通ったアメリカン・スクー

ルである。 トネヤマ・スクールについては r豊中
市史」や m潅豊中市史」に少し記述がある程度
で．その実態についてはほとんどわかっていない

が．豊中市の小中学校との間で交歓会が行われた

ことが1954年2月5日の r豊中市政だより」に
記録されている＇。蛍池小学校．桜井谷小学校，上

野小学校．克明4洋校．桜塚小学校，豊中第二中
学校，豊中第五中学校の児童生徒56名が．映画鑑

賞互いの授業参諷スポーツなどを通して半日

間交流したという。

当該記事には．交歓会に参加した小学2年生の

女子児童の感想文が掲載されている。交歓会終了

後間もなくして書かれた文章という点で．そのと

きの様子を浮かび上がらせる貴重な資料といえ

よう。当日の様子は彼女の目にどのように映った

のだろうか。

學校から先生につれられて．十五人のお友だ

ちと．アメリカン・スクールを見に行きまし

た。とよ中の駅から．ほかの學校の人もいっ

しょに．アメリカのパスにのりました。パス

は青色をしたちょっとかわったパスでした。

まもなくバスは高いところにある．赤いや

ねのアメリカの學校につきました。アメリカ

の子どもはどんなのかしらん．と思いながら

学校に入っていきましたら．青い目や．ちゃ

色の毛をした．よくにたかおの人ばかりで．

みんなえいごではなしているので．なにをい

っているのか．さっぱりわかりませんでしt:,,

そしてその人たちはみみわやうでわや首

かざりをして．ふくはうすいふくや．半そで

のふくをきていました。いまごろでもあんな

うすぎをして．さむくないのかしらとびっく



りしました。一ばんはじめに．アメリカの人

とみんないっしょにえいがを見ました。えい

がのだいはわたしにはわかりませんでした，

それがすんだらまたみんなで手をつないで．

うんどうじょうに出てねことねずみのあそ

びをしました，アメリカの人も「キャア．キ

ャア」といってとてもおもしろいでした（筆

者注：ママ）。あそびどうぐもかわったものが

たくさんありました。つぎはおぺんきょう

のじかんでまたアメリカの人と手をつない

で仲よく二人ずつ．つくえにならんでおぺん

きょうをしました，

この学校では．いつも一年生と二年生が．

いっしょに同じきょうしつでおぺんきょう

をしているそうです。一年生と二年生で．ニ

十五人くらいのようでした。おぺんきょうの

とき．はじめにアメリカの校長先生がなにか

をせつめいしておられましたけど．ことばが

わかりませんので．どうするのかわかりませ

んでしたけれど．えいごを日本語でおしえて

くださったのでやっとわかりましf:.o

アメリカ人の人がわたしたちのえを見て

なにかいっていましたけれどわかりません

でした。ことばがわかればおはなしができる

のになあと思いました。

さいごにこうどうで学げい会がありまし

た。日本の人のバレーやおどりやうたやピア

ノ．そしてアメリカの人のダンス． ピアノ．

アコウデオンがあってにぎやかでした。日本

の人のおどりのときは．とてもたくさんはく

し＊がありましなアメリカの人は．ダンス

は大へんじょうずでしたけれど．ピアノをひ

くのはわたしたちのお友だちの方がじょう

ずのように思いました。こうどうは．あまり

大きいことはなかったけれど．こうどうのつ

くえはひじをつくようになってぺんりでし

た。おぺんじょもかわっていますので．はじ

めはわかりませんでしたからこまっていま

したら．六年生の人がこしをかけてするよう

にとおしえてくださいました，うんどうじょ

うやおきょうしつにはごみがちっともあり
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ませんでした。そしてどのおへやもあたたか

くしてありました。アメリカの人もこちらの

学校に来てなかよくしたらよいのになあと，

思いながら四時ごろアメリカのバスでかえ

りました。

まず，この感想文には女児が見聞きしたことが

時系列に沿って具体的に描かれていることから，

当日のプログラムの内容についておおよそ見当

がつく。映画鑑賞，運動場での遊戯教室での学

習や絵描き，講堂での学芸会と， トネヤマ・スク

ール内を移動しながらトネヤマ・スクールの子ど

もと交流する機会が設けられたと考えられよう。

また，アメリカの子どもや校長先生が話す英語

の発話に対し，この女児は「ことばがわからない」

と繰り返しつつも，「ことばがわかればおはなし

ができるのになあ」「アメリカの人もこちらの学

校に来てなかよくしたらよいのになあ」と述ぺて

いることから，交歓会のなかでトネヤマ・スクー

ルの子どもに親しみを覚え，コミュニケーション

をとりたいと願う気持ちを読み取ることができ

る。他方で，見馴れない「アメリカの人」の容貌

に驚く様子や，洋式便所の仕様に戸感う様子も伝

わってくる。

さらに，この感想文には，資料がほとんど残っ

ていないトネヤマ・スクールの外観や内装につい

て知るための手がかりも記されている。まず， ト

ネヤマ・スクールの外観について，前章で触れた

「刀根山ハウス」同様，赤い屋根が特徴的であっ

たことが伺える。また，濯5いところ」にあったと
記述されているが，この点に関してはトネヤマ・

スクールが刀根山ハウス群と同じ待兼山の敷地

内に所在していたことがわかる配置図が残って

いることからも裏付けられる＇。さらに，暖房設備

や洋式便所が備わっていて，女児にとってそれが

普段の生活のなかで出会うものではなかったこ

とが読み取れる。

なお，交歓会は二度目の開催が予定されている

と記されているが，その後の「豊中市政だより』

では記事として扱われていない。また，豊中地区

の子どもたちがどのように呼び集められたのか，
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だれが通訳をしたのか．「青色をしたちょっとか

わったパス」とは通学バスのことなのか．などこ

の記事だけでは判然としない点も多い。しかしな

がら少なくとも．豊中地区の~ トネ

ヤマ・スクールの子どもが同じ場所でともに時を

過ごす機会が設けられたこと．そこが豊中地区の

子どもにとって普段の生活では馴染みの薄い異

文化に出会う場所となったことが明らかとなる。

(2) raの子」と「バンバン」
1953年に発行された『基地の子」という児童作

文集にも．豊中の子どもが書いた文章が収録され

ている。 l"Mの子」は．編者らが日本教職員組合
や全国の新聞社の協力のもと基地周辺の小中学

校から収集した「基地の生活の現実」に関する作

文のうち．編者らの審査によって選抜されたもの

が収録された。そのような背景を念頭に置きつつ．

豊中市の小学校2年生の男子の作文を見てみよう。

ぼくとこのいえはバンパンごやです。よるは

やかましくてねむれません。あっちのほうか

ら．らじおがきこえてきます。バンパンは．

しんちゅうぐんとだきつきます。ぼくはあん

なのきらいやとおもいます。ぼくとこのもの

おきからみていると．にかいのバンバンとし

んちゅうぐんときっすしています。ちょっと

してから．パンバンがぼくとこへきて．ちん

ちんがいたいといいました。

ぽくとこがくすりをあげました。そのこと

は．おとうさんやおかあさんに．ひとつも．

ゆうていません。

また．ぽくがものおきへいって．バンバン

とするのをみていました~ バンバンはくすり

をつけて．ちんちんにぬりました。

それをみて，ぼくはいややなとおもいまし

た。そのひとはもう＜びになりました。そ

のへやへ'まただれかきています。もう一つ

のへやにはよし子さんいうひとがきていま

す。そのひととはごはんようたぺます。ぼく
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はそんなんすんのん，いややなあとおもいま

す。団け＜他編 1953:160] 

一般的に「パンパン」とは．「性的サーピスを有

償で行なう売春婦．いわゆる街娼（街角に立って

客引きをする娼婦）」隣還I2014: 11]に対する侮

蔑的な意味を含んだ呼称であり．「バンパンごや

じ人下．パンパンハウス）」とは行為を行う置屋の

ことを指す。主に民家の一部を 1l'』貸し」すると
いう形式で．女性たちとアメリカ軍が出会う空間

がつくられていた，

この作文からはこの男児がどこの小学校に通

っていたかまでは特定できないが．家が「パンパ

ンハウス」として間貸しを行っており．「バンパン」

の女性が入れ替わりで仕事をしていたことがわ

かる。

聞き取り調査の中でも．生家の隣の民家が「パ

ンパンハウス」だったという人がいた"。 Y.K~

性,1946年生まれ）は．客引き役の．いわゆる「や

り翠の樹目を強烈に覚えている。実際にそこ

でアメリカ軍相手に性商売をするのが 20代から

30代くらいの洋装の女性だったのに対し．「やり

手婆」は 50代くらいの女性で．いつも髪を結い

上げ．着物を着ていね妖怪漫画に出てくるよう

な見た目に思われはっきりと覚えているのだと

いう。その女性は特にアメリカ兵に声をかける

でもなく．あらかじめその場所を知っていて訪れ

るアメリカ兵を置屋の中に案内するという役割

をしていt:.,,Y.Kは「バンパン」の女性よりもむ

しろその客引きの女性のほうを強烈な風貌とと

もに記憶している。

1953年度の蛍池小学校PTAの調査によると．

当時蛍池小学校児童家庭のなかにも置屋が 46軒

あり．そこで働くパンパンの数は1切人にも及ん

だけ北澤學基地反対懇談会事務局，関凸卓皐基

地反対連絡協議会事務局共編 1954:中の 9]。ま

た．対阪平和を守る会豊中支部連合会 [1963]に

よると．「テキサス通り」には娼婦たちが氾濫し．

夜の街路上．白昼ジープの中．夏は外から見える

部屋の中でも性行為が行われていt:.,,蛍池小学校

の校内においても．校舎の軒下や講堂内，机の周



辺にも毎朝のように「常軌をいっした行為の痕跡」

が発見されたというひ滑祠2'llを守る会豊中支部

連合会 1963:21, 

このように，「基地の子」たちの生活圏内に「パ

ンバン」たちゃ「パンバンハウス」は存在し，地

域の大人たちは彼女たちを「風紀を乱す存在」と

して問題化した。しかし，茶園 [2014]が指摘す

るように，彼女たちは彼女たちをまなざす者に

よってこそ「バンバン」という呼称に切り縮めら

れ彼女たちひとりひとりの担える問題が不可視

化された状態で現代にまで至っている。前出の蛍

池小学校地区における「パンバンハウス」の調査

ゃ，叙集は地の子」の編纂という過程におい

ても，「パンパン」を子どもに悪影響を与える存在

として一括りにし取り締まるという Pl'Aの立場

が，彼女たち個人の生や主体性，彼女たちが「パ

ンバン」として生きざるを得なかった社会背景な

どを消し去ってしまうという点で．同様のことが

いえるだろう。

このように，「パンパン」や「バンバンハウス」

は「基地の子」にとって身近な場所に存在しえた

ということが子どもの作文や当時の調査聞き取

りなどからわかる。またそれに対する記述や記

憶はさまざまであるなかで，「バンバン」の女性た

ちはその一人一人の人生の生々しさが排除され

た形で一様に取り締まられたという点を省みる

と，当時の一次資料を批判的に読み解いていく必

要があると考える。

(3)アメリカ軍用欄四・薦朧盲9こよる騒創噸•

前述の風紀問題と併せて当時の PTAが問題視

しているのが,ltarni Air Baseに離着陸するジェ

ット機やヘリコプターの騒音問題である。

当該地域における騒音問題に関しては．本井

CW15Jが法整備の展開とともに論じている。学

校現場からの被害の報告を受け．伊丹市と豊中市

の当局・議会•PTA は関係各省庁に対し防音対策

や移転費用の交付を求めており,1953年11月に

特別損害補償法が改定されたことで補償対象が

咀効箇生にまで拡大された》これにより．伊丹市
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の神津小学校の改築や蛍池小学校の防音工事が

認可されたという［本井 2015:9)。

当時の資料のなかには特に軍事基地反対運動

の刃紐ら．軍用椒り離着麟学校教育弱湯に及

ぽす影響について示す児童や保護者の声が多数

記録されている。

まず．蛍池小学校については以下のように報

告されている。

ジェット機とヘリコプターの離着陸は年間

毎日昼夜間断なく校舎上空を幾回も旋回し

ての低空飛行訓練を行うため校舎は振動し，

磁腫の問答は中止されて学習は~

止状態になる。又二回も近辺に飛行機がつい

落爆発している。ぴ湧渭渭項翡防孜寸懇談会

轄局，関匹鼠鼻船帆渕憑翡薗会罰努局

共編1954:中の12)

ここからは，飛行訓練による揺れや爆音は日常的

に授業が中断されてしまうほどの大きさがあっ

たことが読み取れる。

さらに，池田市の小学校2年生の児童の感想文

には，「ひこうきがよくとびます。ぼくのいえのや

ねのうえをすれすれにとんでいくみたいです。ぼ

くのあたまのうえも，すれすれにとんでいくみた

いです。／なぜこんなにぎょうさんのひこうきが

とぶのやふしぎです」洞前：中の 2)と書かれ'

幾多の飛行機が低空飛行を行っていたのを目の

当たりにしていたことがわかる。「ぶんぶんぷん

ぶん飛んで，やかましくてしょうがない。勉強し

ていても，先生のことばが，きれぎれになるので，

いらいらしてくる」，「せっかく算数のもん題を考

えているのに，ジェットの音がし出すと，むちゃ

くちゃになってしまう」，「ジェット機が飛ばなか

ったら，ぼくらはもっともっと勉強ができるのに

なあ」といった子どもたちの言葉を受け，なんと

かしなければならないという思いを抱いた PTA

の手記も残っている渭栢甜颯 1953:150)。

また，学校教員側の意見も紹介されている。
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音楽の先生は．この爆音騒音の影響からか．

ここの学校の子どもの音楽的な情操が．だん

だん低下して行くことを指摘し始めt:.,

低学年の先生は．この平気そうな子どもの

顔に将来の不安を見つけ出した。生まれ落ち

た時から．この爆音の中に育ってきた子ども

が．このまま．それが宛も当然のことのよう

に思って，成長して行く姿に．目に見えない

ところで．侵されていく何者かがあるのでは

ないかという不安をもち始めたのである。そ

れは．街の大人たちの場合と同じである。け

れども．それが．子どもであるだけ．考えさ

せられるのである。

大人は．平和で静かな伊丹の街を知ってい

る。一けれども．子どもたちには伊丹は，

軍都伊丹だけでしかない。ジェット機のすれ

すれに飛びかう爆音と，外国の自動車の疾走

する伊丹しか知らないのだ。~: 149] 

この文章からは．子どもたちが幼いころから爆

音の轟く環境で育っていきことが知らないうち

に心身に悪影響を及ぼすのではないかという教

員の不安が読み取られるだろう。

このように，児童たちが直接被害を訴えるだけ

にとどまらず;PTAが子どもたちの生活環境を

懸念し．声を上げていたことがわかる。これらの

声が収録されたn訊征l本」は．まさにそのよう
な背景のもと編纂されたのであった［同前： I]。

以上本章全体を通して,ItamiAirBase周辺

地域に住んでいた「基地の子」を中心に書かれた

記録から当時の様相をみてきに第1節では． ト

ネヤマ・スクールの子どもとの交歓会に参加した

豊中の女児の感想文から，当日の具体的な交流の

様子を読み取り．さらにトネヤマ・スクールの外

観や設備に関する断片的な情報を得ることがで

きた。第 2節では．豊中に住む子どもの作文や

PTAによる調査史料から．「基地の子」の生活空

間にも存在した「バンパン」の女性たちについて．

先行研究を参照しつつ彼女たちに向けられた批

判的なまなざしを検討した》そして第 3節でIi,
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Itami Air Base 周辺地域の,j~交では．学校現場

が基地から受けた直接的な騒音問題に対し．行政

的な措置がとられるまでに子どもやPTAがどの

ような被害を訴えていたのかを明らかにした。

続く第3章では．聞き取り調査で明らかとなっ

た当該地域住民たちの体験から,Itami Air Base 

の設置が個々人にどのように影響を及ぼしたの

か具体的にみていきたい。

a ltami Air Basa膚辺鍮域住民の体験
-111き取り.董を中心に一

本章では1945年から1958年までの間にItami

Air Base周辺で生活した経験を持つ人々への聞

き取り調査から．彼らの記憶の中の「アメリカ軍

がいた時代」を記述し．占領期研究における聞き

取りという手段の可能性を探りたい。まず第1節

では主に小学生の頃に「アメリカ軍がいた時代」

を経験した人への聞き取りから．「基地の子」たち

の遊び場を中心としたアメリカ兵との接触など

についてみていく。そして第2節では主に10代

の頃に「アメリカ軍がいた時代」を過ごした人へ

の聞き取りを中心に同様の作業を行い．今回の調

査で見えてきた聞き取りが持つ意義や可能性に

ついても検討したい。

(1) rat叡呼」たちの直戴軍JC1.lEt重

子どもたちはアメリカ軍のことを「進駐軍」と

呼んでいた「基地の子」たちにとって，「進駐軍」

をはじめとする占領の記憶は彼らの遊びの場面

と結びついて記憶されている。

まず，子どもだからこそ成し得た占領にまつわ

る体験のひとつに基地内のプールの使用が挙げ

られる。遅くとも1956年ごろには，夏になると，

地域の子どもたちが飛行場の中のプールで遊泳

することができた。それでも，立ち入りが許され

るのは特別な木の鑑札を持った子どもだけで，

Itami Air Baseの入口でMP0憲兵）に札を見せ
るとゲートを通過することができt-...,,少なくとも



筆者らが話を伺った範用では．木の鑑札がどのよ

うにして手に入ったのかについて．はっきりと覚

えている人はいない。地域の名望家が小学生たち

に取り計らってくれたのかもしれない，と憶測す

る人もがいたが，詳しい経緯は不明である。小学

6年生でようやく背の立つほど深いプールで，毎

年夏になると鑑札を持った友人たちと遊びに行

くのが恒例だったという＂。

また，基地周辺ではふだん日本では味わえな

いような料理との出会いがあった。 0.Y 00性．

1945年生まれ）は付近で食ぺたハンパーガーの

味が忘れられず，今なおこれを一番おいしいハン

パーガーとして記憶している。コカ・コーラを飲

んだのも，その頃が初めてであった口。

空港のゲートから阪急蛍池駅に向かっては．

「テキサス通り」が形成された。現在では「空港

通り」という名称で知られているが．占領期の様

相を物悟る建造物は残っていない。当時．空港周

辺には一面に田園風景が広がっていたが．「テキ

サス通り」はコンクリートで舗装され英語表記

の看板を掲げる店々が立ち並んだ。そこにはアメ

リカ軍を相手にするバーやキャバレー．雑貨や衣

料品店がひしめいていたO.Yは．白い服を来た

2人のMPが．一日に数度，歩幅をそろえて行進

しながらパトロールを行っていたのを憧れの感

情とともに覚えている。 2人の行進はあまりに統

率が取れていて．いつもその美しさに見入ってし

まったという。

ほかにも．アメリカ軍の将校家族が自宅の近隣

に住むようになったことでアメリカの文化にふ

れたという人もいた。 M.K00性 1944年生ま

れ）は 1954年ごろに近隣に越してきた将校家族
にまつわる 2つのエビソードを覚えているぃ。そ

の将校家族は男性と．その妻と.3歳くらいの娘

の3人家族であった。

夏のある昼金網越しに将校家庭の庭を覗いた

ときのことであった》ぼうっと眺めていると．女

性（将校の妻）が家から庭に出て．寝転んでいる

様子が見えた。間もなくしてM.Kは，その女性

が裸であることに気づいたびっくりして．家の

中に戻り．自分の家族に「奥さんが裸で寝転んで
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いた」と報告した。そのとき初めて「日光浴」と

いう慣習を知った。

もうひとっ．時期は定かではないが．ある日．

女の子（将校の娘）が自分に必死に言葉を投げか

けてきた。今思い返せば「ママ．ハッピーバース

デー」と言っていたのだろうが．そのときは「マ

マ」に何かが起こったのだろうということしか予

測できなかったしばらく経つと．ヘリコプター

が低空飛行で家の上空までやって来t---0そして機

体から白い物を落としt---0奥さんが家から出て来

て．喜んでいる様子を見せ．欄芍から将校の男性

が挨拶をするそぶりを確認しにそこでようやく．

「ママ」が誕生日を迎えたことに女の子がはしゃ

いでいたということ．また．男性がプレゼントを

落としたのだということを理解したのだった。

当時の小学生男子たちの主な遊び場は．山や池

であった。南山芳一頃性,1945年生まれ）は金

坂池⑪柘Eの阪大豊中キャンバス西隣りにある池）

で釣りをしたときに,MPに注意された経験を持

つ。しかしその後も懲りることなく約りをして遊

んでいた,.。

スリルに満ちた体験をした人もいた。前出のM.

Kは1955年ごろのある日．仲間とともに待兼山

から東へ続く竹林に入ると．こんもりとした士の

陰起を見つけた。普段から遊んでいた遊び場の様

子が前日までとは違うため不思議に思って近づ

いてみると．その下に何かが埋められていること

に気づいた。仲間とともに掘り返すと木箱がみつ

かり．その中にはグリスに浸された鉄砲が1段あ

たり6丁．それが3段積み重ねられていた。恐ろ

しくなって．石橋の交番に通報しに行くと• MP 

と連れだって警察がやって来て,M.K I埠蛉包の

発見者として事情聴取を受けることとなった。

Itami Air Baseの接収が解除された後は「テ

キサス通り」からも多くの店が撤退し．次々に空

き家が増えていった。そのような空き家もまた子

どもたちにとっては遊び場の一つであったO.Y

は，屋根の上に登ると．征服感が得られたという。

このように．「遊び」の体験は同世代の仲間とと

もに~ その時々で偶然的

なものとなる。
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その一方で．何気なく送る毎日に当たり前のよ

うに染みついた光景の中にも．アメリカ軍がいた

時期ならではの光景があったといえよう。例えば．

M.Kは ,J学生の間実家最寄りの阪急船釈
から克明小学校最寄りの阪急岡町駅まで電車で

「越境通学」をしており．毎朝石橋駅から蛍池

駅に近づくと東側には刀根山ハウス群が望んだ。

日本ではないと思わせるような光景で．夕方の帰

宅時には同じ景色が夕日に映えて一段と美しく

見えたという。

(2)「アメリカ軍がい幻剛tJOJI巳憧割霞る

本節では，当時青年期だった人々の体験を取り

扱う。筆者らはCは吃I:.1925年生まれ）と森井
正次⑮托I:.1937年生まれ）の二人に聞き取り調
査を行っt:.",。最初にCの体験から紹介したい。

Cは戦中は茨木市に住んでおり，自転車で基

地のある伊丹まで通っていたこともあった彼女

が占領期に印象に残っている経験は大きく 2つあ

る。一つは1はmiAirbase内に入ったこと，もう

一つはアメリカ軍関係者のみが入店を許された

バーに入り，プロレスを鑑賞したことである。そ

れぞれの経験を詳細にみていきたい。

まず，前者の基地内に入ったという経験につい

てである。当時IはmiAir Baseは塀で覆われてい

て，そこは本来アメリカ軍関係者のみが入場を許

可されていた場所であったしかし，その塀の一

部の箇所には人一人がちょうど通れるくらいの

穴が開いていて~. Cはおばに誘われて10名ほど

の大人とともに基地内に入るのに同伴したこと

があった。そして，そこで待っていた占領軍から

チョコレートなどの菓子類を貰ったという。また，

そのように彼らは占領軍に親切にしてもらって

いたとはいえ，日本人は入った場所から先に進む

ことはできなかったし，むしろ先に進んだらどう

なるかわからないという不安があったという。

次に，後者の経験についてである。まず，なぜ

彼女が占領軍関係者のみを対象とするバーに入

ることができたのかは，彼女の母親の知り合いが

「バンバン」であったことに由来する。 Cがどの
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ような経緯でこのパーの存在を知ったのかは定

かではない＂が．その「バンパン」の女性にどう

してもプロレスが見たいのだと頼み込んで．お忍

びで入店させてもらうことができた）そこで見た

プロレスはとてもきらびやかに彼女の目には映

った。

次に森井の経験についてである。森井の経験は'

主に占傾期に入ってきた欧米諸国の文化に対す

る憧れとともに記憶されていt:.,,例えば．アメリ

カ軍のシンポルマークが統一的に刺繍されたス

カジャンのかっこよさ．イタリア料理店で食ぺた

くピッツァ＞のおいしかった記憶，蛍池駅の近く

にあった社交ダンスの教室への羨望などである。

また．彼が特に強調していたのがオートバイに関

する記憶である。占領軍の兵士たちが乗っていた

ォートバイのかっこよさに憧れ彼らのオートバ

イの整備を担当していた日本人の店に実際に見

に行ったこともあったという。このように，森井

は占領期の経験を明るいイメージと共に覚えて

いたが．現在の大阪大学豊中キャンバス正門の付

近に捨てられていた軍用機の残骸の中から．ガラ

スやペアリングで遊んでいたときに MPに追い

回された経験については恥じらいの表情を浮か

ペながら語っていた。

このように．聞き取りのなかで語られる Itami

Air Base周辺地域の生活に関する記憶には前向

きなイメージが多く見受けられた。特に，森井の

場合は占領軍に対する恐怖や不安といった感情

には言及せず．むしろそのような感情はあまりな

かったと語っていたまた例えば．占領期に豊

中高校で発行されていた rn.s.sTimesJ ,. では．
当時の豊中高校の生徒がアメリカ軍ハウスにタ

食に招待されたり．その家庭の子供たちと遊んだ

りしたという記事もあり．そこでのアメリカ軍と

彼らとの交流は比較的友好的なものであったと

も考えられる。

一方で.cはアメリカ軍ハウスでペビーシッタ
ーとして働いていたことがあったが．その赤ん坊

の父親から性的な発言を受けてその仕事を辞め

たという経験を静かに語った。また• D (J発ヒ

1944年生まれ）は 19.50年頃知り合いの20歳



の女子学生が阪急豊中駅付近のあぜ道でアメリ

カ兵に後ろから襲われそうになり．持っていた傘

で相手の顔を突き刺して逃げ帰って来たという

場面に立ち会った U。Dが「このことに関しては

今までほとんど話したことがない」と言うように，

特にこのような被害の声の多くは当事者たちの

沈黙をもって湛られない記憶」として忘却され

ていくのではないだろうか。

Itarni Air Base周辺地域に住んでいた人々の記

憶の語りからは．公的な文書には残らない人々の

生々しい生活の様相が細部まで浮かび上がる。そ

の記憶は各々がそのときに抱いた感情やその後

になされた考察とともに表出する。そしてこうし

た語りに前向きなイメージが伴うことが多いな

か．突如＂吾られてこなかった記憶」が表れるこ

とがある。聞き取りという方法は濯われてこな

かった記憶」に差し迫り．それを打開する切り口

となるという点で．占領期そしてその後も継続

する「アメリカ軍がいた時代」を問い直すための

有効な手段となることが考えられる。

以上．本章では1945年から1958年の間のIはmi

Air Base周辺地域を知る人々への聞き取りを中

心に．彼らが記憶するアメリカ兵との接触やアメ

リカ文化との出会いについて叙述し．それらが憧

れなどポジティプな感情を伴って語られる傾向

にあったことを示した。一方で．性被害などの「語

られない記憶」旧診れてこなかった記憶」を手繰

り寄せることにも意義のある作業であることを

確認した。

おわりに

ここまで．占領下における大阪国際空港周辺地

域の様相について各章で論じてきた。

まず第1章では 1948年から58年までの間

現在の大阪大学刀根山寮のある場所に建設され

た占領軍将校の家族用住宅（ディペンデントハウ

ス）に関する人々の記憶を追うことで．文献資料

がほとんど残されていないこの施設群の実態を

明らかにしt-'-0また．朝鮮戦争勃発に伴い，その
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前線基地として ItamiAir Baseが使用されるこ

とで，基地周辺には緊迫した空気が流れていた。

その当時の様子を，吹田事件を中心に論じt:.,,さ

らに，「進駐軍事故見舞金支給申請書綴」に記載さ

れている事故現場を地図化することにより，事故

発生現場がltamiAir Base周辺と産業道路沿い

に広がっていることを明らかにし，朝鮮戦争勃発

以降は占領軍の動線が拡大した可能性を示唆し

た。

第2章では「基地の子」に関する文献資料を中

心に， ItamiAir Base周辺地域の人々の生活史の

様相についてふれた。当時の「豊中市政だより」

に掲載された女児の感想文からは トネヤマ・ス

クールにおける日米児童の交歓会の様子が明ら

かになるとともに，建物の外観や内部についても

一部知ることができた。次に，「バンバンハウス」

を営んでいた男児の作文， 1953年の蛍池小学校

PI'Aの調査そして筆者らによる聞き取りを手

掛かりに，「バンバン」や「パンパンハウス」が基

地の子にとって身近な場所にあったことを確認

した。そしてそれが当時国紀問題という文脈のな

かで問題化されていたことを示した。最後に，ア

メリカ軍の軍用機の離着陸に対し法整備や建物

の工事が進められるまでには，学校現場から子ど

もや門'Aの切実な被害の声の高まりが背景にあ

ったことをみてきt:.,,

第3章では聞き取り調査をもとに，まず個々

人の具体的な経験を記述した。今回の聞き取り調

査ではアメリカ軍やアメリカ文化に対して比較

的ポジティプなイメージと共に記憶が語られた

という傾向を示しt-...,,また，アメリカ軍からの性

暴力被害などは多くの場合当事者にとって語り

がたい問題である一方で，聞き取り調査こそがそ

のような「語られてこなかった記憶」へのアプロ

ーチを可能にする場合があることを提示しt-...,,こ

こまでで述ぺてきた議論にはまだまだ不十分な

箇所があるが，本共同研究での一応の到連点を示

すものとし，むしろここでの空白を今後の研究課

題としたい。
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